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回 月日 活動内容 発表・論文 学校行事
※ 4月 12日 論文相互評価













12 9月 14日 卒業研究ガイダンスI 教育実習期間
13 9月21日 教育実習期間




18 10月26日 ヒアリング⑤ 最終提出が切
19 1 1月9日










゜ 研究テーマが序論、表紙（タイトル）のどちらにおいても示されていない。1 研究テーマが序論もしくは表紙 （タイトル） においても示されているが、明確には表現されていない。 もしくは、制限語
数 (80 0 0字）の中で扱うには研究範囲が広すぎる。




゜ 研究テーマを文脈の中に位樅づけよ うという試みが、 ほとんど、あるいはまったく見受けられない。 研究テーマの重要性を説明 しよ うという試みがほとんど、まったく見受けられない。






゜ 資料の調査もしく はデ ターの収集が行われた痕跡がほとんど、もしくはまったく 見受けられない。また、研究計画の痕跡もほとんど、もしくはまったく見受げられない。
］ 資料の調査もしく はデータの収集が研究に不適当である。また、 研究計画の痕跡がほとんど見受けられない
2 限られた範囲ではあるが、資料の調査もしく はデータの収集が行われている。また、いくつかのl関連のある密料 ・データ
が論文のために選び出されている。 多少の研究計画があったことがうかがえる。










































































































































































































































l もっと知りたい 1 ¥_ • 一'
国際ESDシンポジウム (11月）およびSGH・ 総合学科研究大会 (2月）での代表者発表の様子
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